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光市医師会報 2006. 5 £u,,, 
先人の教え

河村康明

本年の 3月に名古屋で日本循環器学会が開かれました。会場で偶然、日本循環

器学会誌第 1号のレプリカを手に入れましたので、なにげなく読んでいましたが、

心をうたれるものがあり、皆様方に御紹介しましょう。

この第 1号は、主幹であられた京都帝国大学教授、真下俊一先生の主宰される

真下内科の精鋭が全てを著されています。（真下先生の名前は今も日本循環器学会

総会で真下記念講演として、毎年の総会における臨床系の講演がなされ、日本循

環器学会の事務局は今なお京都市内にあります。）

その巻頭言は f我等の使命」として記されていますが、その骨子は、

1.機関誌及び学会の必要性

2.本邦で内科学会から初めて分科した循環器学会の発達・貫献・希望・及び使

命

3.新知識の紹介

The Nipponお四nalofα.ini曲 EA碍~。CY
Edi悼菅：F同事e曲。eT白血kazuMaahimo, M. D. 

月刊臨床科星停車量主主

日本循環器病拳
止i 軍事
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でありましょう。この巻頭言には

真下教授の日常の学問に対する思い

や情熱が流れるような文章の中に秘

められているわけですが、この様な

文章が書けないにしましても、循環

器学会を光市医師会に置き換えて、

我々も一考の余地があるのではない

かと思います。
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光市医師会報

日本循環器病皐

事事 1 宅島 (Vol. I) 昭和 10年 4月 第 1 量量 (No. 1) 

我等の健命

接関の涜れlt11rに河水のt日＜.•夜流れて休まぬ．幾
多の流れは細流も溜まる ~;i廃な〈相合し相集ってお軍事に

入る．事蕊の演さは海洋にも比ぶべきである．
河務の＊を抱みて重量きぬが如〈，我菌感界に於ても年

と共に月と共に分科｝こ分科を怠ねて幾百後千と.も知ら
れぬ紫綬の重量表紹介があるが，それでもなほ大海の水を
掬するの欽がある．

日本の内手企噂S草に於ても逐年種々 分科が委主量して茶内
容が充満し＇ 1年1年と大分科に成長しつLあるものを重量
へ事〈・れば殆んど十指を屈せねばならぬ．

さて循灘器病畢を顧みるに，とれも亦勝閣の進歩震塗
に主告はれて展びつ Lある外に殊tこ娩返書室歩の目覚しL、も

のがある．日本でこそ循環器病息は未だ内科皐愈に従.
して照るが厭米の諸闘に於ては己に一分科としてそれぞ
れ一方の縛をなして跨る．今3宅情勢告と紹介する篤めに，
循猿2f.病皐の書籍蟻行本報告書は寄〈泊f＜として定期刊
行の綾誌のみを次に動fて見ょう． ． ． ． 
｛帰闘には己に古〈

Archiv田 desmi.If叫1田 ducoenr, d酎 vais.<措l¥llXet 

du se.ng 

の名によりて心臓血管血液の項闘を合し載せ本年は其第
22王手5露である．
英粛には He&rtと題して LewiR敬愛により 1909年以

来刊行されて磨る．
米簡には Am叩阻D h抽 rtJ。町川l

があって昨年末第10~を出してゐる．
濁逸には制l-;chrir‘filrKreiぉ：ll¥ufforschung

があって本管は27年司誌に滋る．
今一々の記載の煩を避けて援に維誌と共闘名とを列記

するに止めるならば，
イタ リー， Cnoree circol叫 io1時

スペイン， A陀 hivoぉ decardi。logfay hem1ttulo邑ii¥

ブラジル， Arquivos brRSileiros de c相 diologi1> e 

h~•”atologia 
メキシコ， Archiv倒 lntinonmeric11n加 <lecardiolo卑in

己に天下は斯〈の如くであって禽かに我践を旗るl時，
米だ此分科を持たず未だ止t専門鯵毒昔、吉t持たざる事主主さに

奇と云Itんよりは備と云はねばならぬ． ． ． 4・
日本循環E器病接分科の重量れざる可からずとは識者の夙

に気付いてゐる事であって，光磁長友の奮として．裁は文
として此循環a病態雑誌の嬰袋を掬〈高僚は己に久し〈乱
獲々であった．犠は黙した．我々は顧みてよ〈主主任を橡
ひ得るかを・佐々惚れるが，然し総々述べ来った此情勢の
下、こ1=.tt出た本誌の使命治議M可に重きかを忽ふ時は更に
鷲に糠ちてこの震に専ら輔君主せん事を誉ふ.~宮露である．

循環器病事が浪速して多量tの業績が出来kりつLある
今日』こ於ては，内科~曾より巣立して別に是を漏電Eすべ
念撮側誌と是を褒表すべき曾合とを必聖書とする．こ Lに

本命の使命の第ーがある．然し是は鎗ての畿繍誌の有す
る使命と異なる所がなL勺が第三の使命i主至宝に茨聞に於
て初めて生れ出たる本分科治：如何なる渡主きをして，量削可
なる貢献在感界になし得るであらうかと云ふ若人の持つ
希自慢があり，そ.ttが使命である．先進国が己にit幾年の
長を持って立ち上詑機鵬誌の外に皐禽報告威は徳湿器障
碍研究主主に防止餐員合等を有するに濁して漸〈今日よち
歩み出したる本分科が日本儲串曾の名警の震めに成すべ
きt使命の大であるを感ずる． ． ． 

ー－実に~さねばならぬ第三の使命は新知織の紹介であ
る．有砲に王まうて一般の臨床家には循猿器の疾息に聖すし
てあまりに然時むの場合が少〈ない．これには種々の原
因があらう治：第一に忽ひ'I'る事主20年初年前の簿義で
は英蛍時の建設であった皐なる心臓鱒膜症の健診や分類
を講じたのみであるから，臨床の貧際に蛍つては認織の
不足があるなほE心臓疾患には年砲の念死害事があって，
診節Iを明議にするに臆する習性が起O，敬語症の果ては無
線eむを招〈ものと考へられる．上詑豪商難1.i¥.1の巻敏によ
って知らる Lが古日〈，古しと書官．も濁滋の27年新しきは米
関の11年であり循耳慣語審病患の進歩＋主将に後).!Iに於て割
目すペ舎ものがある．此放に本毒事使命のやは忠貨なる臨
床馨誌でな〈てはならぬ．. .・
与L主主並べ来ったる使命に費して本誌編隣上のヱ夫に考
一考を必：~とする．
雑誌紙面字は7・Uオリテートの部分とし.l!Pち論述と研

究報告を載せる，これ第一と第二の使命に従ふ，後傘It臨
床の部分である．築部こある‘・講述”は臨附咽闘に車t
ての絹識Saro1uelre加 Mである．

雑誌の組方活字の大さは新様式を採った，活字は... 地
印刷所には持合せなく新審理したものである．媛者各位に
とり新奇にして自に親しみを有せざるやを虞れるが，切
に新味の賞玩を自息む．研究霊章表は明瞭包鏑耳院をcliiふ，ー
論文は凶E主主c理想としたL、，長文にして徒に同意味を反
復記述するは自他の努力の損失なると共にスピーディー
のE見定に相遠ざかるものであり．叉第三使命治樹象とし
てゐる多量生の司陸地家に警守しては無用の梼を震ねるもので

ある．
S康を止むるに2量り．我当事の祈念するE売は斯くの知くで

ある．阪〈は各位」が穆界の篤に我簿の止t’Eを達成せしむ
る篤激鋤誘導後援を苦言まれざる事を瑳む．澄し実事止する
幸穏ヵ：決して我当事のみのものではない．

昭和10制月1自 主総呉下俊一

5月の医師会長

5/ 5 （金） 休日診療所 （あし、ぽーく）

5/ 9 （：）く） 理事会 （事務局）

5/11 （イ〈） 聖苓保育園健診

5/1 2 （金） ポリオ集団接種 佳璃公民館）

5/1 8 （木） やよい幼稚閣健診

二井小学校健診

光市医師会総会 （絵原月号

5/2 1 （口） 入品医学会

5/2 5 （木） 医師互助会等 （県侠師会）

介護認、定審査会 （あし、ぱーく）

5/2 6 （金） 霊瀬保有国健診

2006. 5 
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5月の医師会活動
T . 9 （火） 5月 ・定例理事会

II. 18（木）平成 18年度光医師会定時総会

定例理事会

円時：平成18年5月9日（火）午後7時30分～

議題：

n. 

I .報告事項
l.定例代議員会（4/27)

II.協議・承認事項

1.平成17年度決算舟

平成18年度総会議案丹

2.光市AED講習会について （丸岩理事）

6月 24~ 午後l時'15分より
3.光市認知症究会について

4.乳癌検診市民セミナーについて

7月13日アイバーク田中喜久先生

平成18年度光市医師会定時総会

日 時：平成18年5月18日（木） 17: 00～ 

平成18年度事業計画（案）

（医師会事務所）

（松原屋）

場所：医師会事務局

（河村会長）

（松村副会長）

（全貝）

（メしお－理事）

（丸岩理事）

（丸与当理事）

場所；ホテノレ松原産

光市医師会長M村康明

本年1月に、更に1期2年の会長職を命ぜられ、その責任の直さを改めて感じているところであります。これから

の2年間は過去の2年間の反省をふI主えて、充実したものにしたいと思し、ますので会員皆様方のご協）Jの程をよろしく

お願い申し上げます。

超尚齢｛ヒを向かえ、政府の歳出削減の影響が柱会保障費に向げられ、医療備会のマイナス 3.16%減算が今年街Tわれ

ました。現在のすばらしし、皆倒剣jl肢を守りながら、医療水準を保ってし、く事は現在の状況が絞かなければ甚だ困難で

はありますが、今、何をしなければならないかを会員の皆様}jと共に考えたいと患います。その為には、県医師会 ・日

本医師会に意見を述べることも前要でしょうが、地域住民に私共の活動を理解してもらう努力が必要であろうと思いま

すユ山宅医療 ・在宅介護の重要ゲ劫引1口えられ、その為の予算措I？！＇.も多少ではありますが成されており主す 。しかしなが

ら、地区医師会として、かかりつけ医の機能を改めて考えなおし、地に根ざした地域の人々の円線で唱える医師会であ 今

りたいと思います。

伝統ある光市医師会を更に、会員相互の公私共に連携のとれた運営がなされ、 2つの/j浦切丙院との迫説が速やかにな

ることを望み、地域の医瞭体制の間同に柔軟に対応できる医師会組織が確立されなければならなし、でしょう。

皆様}jにおかれましても保々な企画ペ梢想ーがあると思L、ますので、理事会等に御助言をいただければ奈ぜの限りです

これからの2年間が、小さなステッブでも、確実な地固めができるようにがんばる所存てす。

努力~I原

1.地域医掠の充実をはかり、布主医械を推進する。

2.地域性民が医師会活動をP胡干するための努力をする。

3.校医 ・園医活動の発展を目指す。

4.上部凶体との意思の線通をはかる。

5.救急底療のファーストステッフとしてのAEDの充実を円貯す。

6.会Jl相互の連携・理解を深める。

1.生涯教育について（拘吋竹中理事）

①平成 17年度の山口県医師会生涯教育セミナー・日医生涯教育諸問は6回開催されました 各回の光医師会員の出

1除名は 1.1サ .2%でした。本年度は出席率向上を目標に、開催凶時、内容につき各会員吋灘絡に務めたいと存じ

ます。

②、！と成 16年度より開始された症例検討会を継続致します。年lllJ3阿開催の予定て寸。内容は、症例!J_,-jミを中心に活

発なごま、j論をしていただき、治療方針などに関し互いに作用な間報交換の機会となるよう努ノ1致します。

③9iJ4"f-通り寸支講演会を制自に7-8回行い日常診療に有用な情報告と提供いたします。

2.臨床治験対策について（担当竹中理事）

臨床治験を実施するにあたっては治験を実施するためのルーノレとして、厚生省より「阪薬品の臨床誠意貢の実施に関

する基準J(Gαd Clini伺 lbヨcticc:GCP）が1989年10月211通知され、 1990年 10月より施行されました。しか

2006. 5 
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しこれは 「通達jであり法白。拘束力の無いものでした。後に 1997年3月27日厚生省令第28号＼1997年4月1日

施行）が脳予されました。新たに制定されたのは、「省令Jであり、これに違反した場合は、制句に罰せられることに

なりました。以前のものと区別され 「新GCPJあるいは 「省令GCPJと呼ばれてしま七

さて、臨床治験は4つの流れにより進められます。

第 H嗣験：少激の健康なボランティアを対象に安全性と用量決定を行う。

第2相試験：少数の患者様在対象に、第1相試験で決めた用量で安？全性、省ヲザ見主を検討する。

第3相試験多数の患者様を対象に令効性と安全性を確認し新薬としての有用性を判定する。

第4相試験：新薬が発売された後の副作用調査。

医帥会員が臨床治験に関わるとすすもば第4相試験が多いと曹、われますが、市販後副作用調査であっても f新GCPJ

を遵守しなければなりません。光総合病院、大和総合病院の治験管理委員会に働きかけ、光医師会員が円滑に臨床治

験に参加できるシステム作成に着手したいと存じます。

3.保険 ・労災 ・自賠責関係、について（担当兼前理事）

－医療費事附！という「鶴の一戸jで、診療報酬が過去最高のマイナス 3.16%とし、うことになり、困惑しておられる会

員も動、と思います。特；こ慢性期入院費は大きくダウンし、経営の舵取りが大変だろうと推測します。

・今回の改正キーワードは①患者視長の劃見笹涯療費の適正化③限療の目、化であろうと思います。

①控お視?1,.の鼠晃ということで、詳しい領収書の発行、在宅療養支援診療所における 24時間体制の往診、訪問看護

など、ますます診療所がコンビニ化してきました。在宅療養支援診療所になるためのハードソレが高し、ため、 10～15%

しか届けが出ないという予測のため、地域医療はかえって悪くなるという危具もあります。

②医療費の適正化により、まず入I完日数を減らすこと、社会的別碇をなくすことが目標になっています。

また、介官翻寮養ベッドをなくし、全て医療療養ベッドにし、さらに医療の必要度に応じた診療報酬になります。そ

うなると、試算では35%幸閥Hが下がるそうです。また厚生省では、 38万床より 15万床に療養ベッドを減らす予定に

しています。医療費は確かに大きく抑制されますが、経営も立ち行かなくなるかもしれません。また、在宅に戻った

患者さんを 24時間、夜も昼もいつでも往診して、いつでも入院させられるのでしょうヵ、その時には病院もベッド

が既になくなっていないでしょうカ冶

③医療のIT化は、同家戦略となっています。

ITによる医療の構造改革をし、オンライン化により保険事務のコストを削減する。レセプ卜のデータベ｝スイヒを疫

学的に活用し、予防医療を描差し、医療費を適正化する。遠隔医療を抱隼し、医療水準の地域格差を解消するなど、

いい事が書いてありますが、全ての患者情報が国により管理されることにもなりかねませんので、注意が必要です。

この度、適F化というのは減らすという意味かと勘ぐってしまいました。早く医療業界に春が来て、適正化が増え

る意味になることを待っています。

4.救急涯療について（担当兼情理事）

休日診療所ぽ安定して利用されており、市民の期待に大きく答えております。これからも益々信頼される休日診療

所にしていくため、会員の皆犠のご協力を宜しくお願い致します。常備薬の変更々噺しい器具の購入など、希望があ

れば申し出てくださし、。

5 ..地域医療について（担当佃理事）

漠然とした領域を今伺担当させていただくことになりました。先代の仕事を引き継ぎ、先ずはその内容を把握する

ことから始めたいと思います。皆さんのご教示 ・ご潤贈をお願い申し上げます。

6.医療万額詐勿について （担当 佃理事）

廃棄物の排出掛附し、及日廃棄物を適正な矧lj，保管，収集運搬，再生，処分、等の処理をし、並びに生活環境を清潔！

することにより、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を歯ることを自的として（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

(Bi:l干日45年法律第137号うJ（以下 「廃棄物処理法jとし、う）が制定されています。その根幹を成すマニフェス ト制度を

会員に周知 ・徹底していただくことが社会的責務となっております。事類庁のマニフェスト ・B～且票の流れを把握

し、各票を管理していただくことを皆さんにお願い致します。

7.医療情報システムについて（担当佃理事）

医師会ホームページはインターネットの中で、社会の顔と考えられます。どこの誰が凡ても差し障りのない、ある

意味普遍的な表現を求められるものです。まだまだ未熟です功りPしずついいものにしていきたいと考えます。公開し

て4年目になりますが、その聞の活動はほぽ記録されています。調べ物があるときは使ってみて下さし、ご意見・ご

希望はどんどん送ってくださし、。よろしくお願いします。

8.産業保健について（担当平岡理事）

過労死、アスベスト問題と産業医の果たす社会的な役割は益々重要性を増しております。 4優性の咳、疾、呼吸困難

などの症状では職業謄の詳しい問診が必要です。周東地域産業保健センターの活動である個別訪問産業保樹首導も好

評であり、今年度も行われますのでご協力お願い致しますユ産業医研修制度は大変なご苦労と曹、われますが、研修会

2006. 5 
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などの情報を医師会よりできる限りご連絡致します。

9.成人 ・高齢者保健について．（担当 平岡理事）

今年から基本健診に生活機能評価の項伺が加わりました。細かいチヱックりストの記入と問診があり、お手を煩わ

せると思いますがよろしくお願いします。 lM区健診と胃がん検診の期間は8月1日から 10月31日、日齢者のインフ

ルエンザ予防接積は11月1白から2月28日となっておりますユ

1 0.麻薬について（伊．当平岡理事）

在宅ターミナノレケアの必要性が高まっており、各病英で麻薬の取扱もこれまで以上に増えることが予想されます。

麻薬管理鉱麻薬の保管など、法定どおりによろしくお願いします。

1 l.学校保健について（担当メd十周・p:) 
昨年同様、園医のmいを通じ、医師会と地域の交流に務め、こころの問題や、児白鴎寺などにも取り組んで行きた

いと思います。

1 2.介護保険について （担当 メ凶与理事）

平成18年4月より、介護保険制度の改匹がありましたe し、ままでの介護サービスバ加え、介護予防サービス備テ予

防給｛ゆと介護予防！Ji:業（地域支援事却が鈴まります。要介よ郎容定の変更や、地峨包指支援センターの設立などが行わ

れ支す。まだまだ分かりにくいところもありますが、光市や、ケアマネージャーなとeと協力し円滑に運：釘できるよう

努ノJしていきたいと思います。

1 3. 妊産婦 ・ 手凶J!f~保健について （抑.''I 道上理事

少子化の歯止めの妙案はありません。少子山l齢化は進んでいくのでしょうが、当地では本年度から小児科医 ・産科医

が増えてきます．市とも連絡を取り合い他の見本となるような保健事業が展開されたら紫晴らしし、なと思ってL、ます

1 4. 広報（会報）；こっb、て（担当道上理事）

M医師会からは市民に対する対外活動に力を入れるようにとの要望が出てきてい主す「戦略に富む発信基地』と

しての役割を蛸寺されているのです。当i矢師会としては、まずω也力紙に帯稲とし、う形で今年度から取り組み始めま

した。また、今まで行っている介護側蜘iJJ7i:会、幼稚凶 ・保it!必附系Ji・と困医の集いなども市民に公開する形で進め

られたらと思ってい主す。

一方各々の医療機関は独自に活動をしています。光 ・大和の市.Ve病院もそれぞれに院内誌を公開しています。今後

も各医療機関の情動に期待したし、と思います。

広報担当としては会心の皆さまに正確なm報を提供することと、会員問の親睦のために少々の企両をして飽きられ

ないようにしたいと思っていまプ九特さまお忙しくて大変でしょうがよろしくご協力 Fさいますようお願い申し上げ

ます。

1 5.医事紡j$っし、て（担当道上理事）

医事紛争に関してはやJも起こらなし、で欲しし、と願うところて寸が、事が起こった際：！こは県医師会との橋被しに尽力

b、たします。医特；浄情報は漢然としてし、て何をお伝えしたら＂＇＂、のカ漣うところで寸。皆さまからの情報も集め、

お伝えできたらと思っています。

1 6.医業経営（税制 ・労務）について（机当 清水理事）

できれば一度手伊llとの先生に開業医の先生Ji向けの講演をお願いしようと思います。

1 7.会員福祉（こついて（担当清水珂！'ll= ) 
総会懇親会、納涼懇親会、会員慰姉旅行、忘年会、新年互礼会をチ定しています。

1 8.納税粗合について C担当 松村副会長）

昨年度からは悶定資産税及び県内民税の全期闘機契制度が雌・l：されました。 ・}j、光市からの事務助成令指肢は

本年度も引き続き行われます。組合引数、納税額に応じて対応してくれますので医師会の歳入に役、7；ちます。会員に

とっても8回分納などの利点がありますので組合への参加をお願し、します。

1 9.会計について（拘当松村副会民）

本年度の光市医師会の事業計画に従って会務が円滑に行われる様、努めます。

2006. 5 
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光総合病院

転出者 転入者

内科 白石慶 谷川幸治

整形外科 高野信一 金子昇

泌尿器科 内山浩 平i正野岡IJ

脳神経外科 五島久陽 内尾敏之

外科 八木隆治 岡 ー斉

管 t卒

大和総合病院

｜内科

｜外科 出－
8 
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告を sp 

5月 1日、光市立光総合病院の海永泰男先生（ 5 2歳）
が ご逝去されました。つつしんで哀悼の意を表します。

平成18年4月1日ーからの介護保険制度改正点

1.予防重視型システムへの転換：軽度者を対象とした新たな予防給付を創設

要支援・要介護になるおそれのある高齢者を対象にした介護予防事業

を介護保険制度に位置づける

2施設給付の見直し ：居住費・食費の見直し（H17.10. 1から実施）

3新たなサービス体系の確立：身近な地域で多様で柔軟なサービスを提供する

地域包括センターの設立

4サービスの質の確保・向上；介護サービス事業所情報の公表

ケアマネジャーの資格の更新制の見重し

5負担のあり方・制度運営の見直し：要介護認定の見直し

市町村の保険機能の強化

6被保険者・受給者の範囲

7その他 ：「痴呆jの名称を「認知症jへ変更

要介護認定の流れ

1申請：本人、家族、介護支援専門員、施設職員等

2調査員による訪問聞き取り調査

3主治医意見書

4要介護度の決定認定審査会で聞き取り調査結果と主治医意見書をもとに決定する。

要介護1の振り分け

要支援2（予防給付の対象）：筋力向上・栄養改善・口腔機能向上

要介護1(介護給付の対象）: 1疾病や外傷等により、心身の状態が安定しない状態、

2認知機能や思考・感情等の障害により、充分な説明を行つでもなお、新

予防給付の利用に係る適切な理解が困難である状態、

3その他、心身の状態は安定しているが、新予防給付等の利用が困難な心

身の状況にある状態

主治医窓見書

lf ~病に閲する意見
(I)診断名：生活機能低下の直接の原因となる疾病名と最近（概ね6ヶ月以内Hこ介護に影響があった

ものを記入する。

(2）維状としての安定性

不安定：脳ホ中・心疾忠・外傷等の急性期や慢性疾忠、の急J性憎悪期等で、積極的な医学的管理を必

重要とすることが予想される場合に選択し、只体的内容を記載する。

3心身の状態に関する窓見

(5）身体の状態

身長・体最：過去6ヶ月の体重の変化を3%程度の増ii戒を同途に該当するものに印をつける。
関節の痛み：日常生活に支障をきたす程度の関節の痛みがある状態を記入する。

4生問機能とサービスに関する意見

(1）移動 産外歩行：介助があればしているにはそぽで・見守ってしも場合も含む。
(2）栄養・食生活 現在の栄養状態

2006. 5 
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良好：1）過去6ヶ月程度の体重の維持

~）臥n( M' ff( (kg) I身長（m）×身長（m))18.5以上

3) lfn.H8アルノミンfL［が明うかな場合は：~.ilg川lを上回るc
1・2・3）全てが該当する状態。

不良：1）過去6ケ11hHtrの体長の減少（概ね：3%以 f:)

2)B1¥lll8.5,f吋町
3）血ir1fア／レノミンf11＇〔が明らかな場合は： 3.5g/dl以ド

l • 2・3）のうちlつで、も該当寸る状態

l：己指聞が入手できない場合は、食’l•・行為、食事摂取 Jよ食欲、 Ni色、全身状態から総合的に＇l'lj断ずる。
(3）現千五あるかまたは今後経世の ~lr能性のI：弘、状態とその対処）j針

現保あるかまたは今経概れtiケ！］，..J内に発生の可能性の，：・：jt、状態であれば該当するものに印をつ

:tる移動能力の低ド・l'i-；：こtり・ぷ欲低下.{Ji栄長・摂食・l成下機能低下・ポん等による柊焔

が追加されている

( I）サービス半lj用による生活機能の維持・改善の見通し

現住の：状態から、概ね：1～6ケJlfln、介護保険によるサーヒ’スやその他の高齢者に対寸るザーピス

をと利用した場合の、生ij~－機能の維持・改善の見通しについてJ京、11 寸ーるものに印をつける

( f)) j＇.（：＂；：：的管理の必要ド ｜：

訪日i1歯科診療・訪問N材：~W:f!l::m将： l l腔内の状態、例えぽ仰のJJ}j壊や喪失状態、 ｜鳴の~VJ~J~や歯肉か
らのIll血の街無、義指（／）不適合等イをもとに口腔ケアω必’~f'I：：こ r.~；じて該当するものに印をつけるo

(6）サーヒス提供時における医学的観点からの留志事項

運動：運動負前を伴うサーヒ’スの提供時の宿意事項があれば、具体的に記載する

＊認知症状のある場合：できるだけ、長代川式簡易知能却価スケールの点数を表不していたどきたい

*''n i Fl から新たな介護保険制度が始まりますが、介護保険では、 1-i－効期間の切れる60l:l 1iiiから更新

必定時1認ができます。 従って：~fl ：~ I rJに布効期間の切れる場('Iはl月30日以降から申却できろので

これに合わせて新たな主治医，む』Urを使用する二とになり主ナ

〆銀理安宅五お急
／一 ＼

成績表
平成18年5月7日（日） 於）周南カントリークラブ

～～～～～」 Out In Gros Hdcp Net J1lfHI{: 

同近盟 45 44 89 18 71 

川崎要助 δ1 48 99 20 79 2 

横tll 宏 43 --19 92 10 82 3 

森本 博士 45 --12 87 0 82 4 

tlf i rn 昇一 49 47 96 44 85 5 

兼w照久 44 49 93 8 85 6 

守山 ：it',JE 50 49 99 12 87 7 

日暮村本卜 50 斗8 98 10 88 8 

－~Tlfll 力．三志 58 43 101 12 89 9 

1111t1 博之 50 59 109 20 89 10 

ヘJ！友 F,Ji統 50 5-l 10-l 14 90 11 

2取.J1品志 50 52 102 9 93 12 

光武達夫 46 57 103 9 94 13 

J陪み；茂樹 65 66 131 22 109 14 
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連絡事項

受付
発送番号 通達文書名

月 日

5 1 山医発79 山口県医師会会員名簿（平成18年度版）作成に伴う原稿調整依頼について

やみ初84 職場における喫煙対策について

山医発80 介護保険法等の一部を改正するrl~律等の施行について

山医発88 平成l8年度中国地区学校｜炎大会の開催について

山口県医師会 労災診療費算定基準の一部改定に伴ーう運用上の留意事項等について

健康保険診療報酬点数表等の改定に伴う診療費請求内訳書の取扱について

2 山医発90 自殺予防に向けての総合的な対策の後進について

山医発85 医業終営勉強会の倒催について

山医発9l 第37凶全国学校保健 ・学校医大会における日本医師会長表彰の候補者推薦のお願い

9 山｜豆発 l0 2 『予防接種法施行令の一部を改正する政令の一部を改正する政令案J及び f予防接種法施行規則及び予防接

極実j海規則の一部を改正する省令書室Jに関するご意見募集について

山医発99 交通事故医療に闘する未解決事例の報告について

山医発96 平成18年第一期分生命保険個体事務費の配分及び団体事務費に関する消費税の送金について

山口県I矢師会 医療機関の窓口における高齢者の一部負担金の取り扱いについて

山際発 100 「特区、地域再生、規制改革 ・民間開放集中受付期間j について

山医発10 1 降答者自立支援法の一部の施行に伴う関係通知1の改止について

1 2 山医互発6 平成 18年度第1困支部長会議の開催について

山医発 l0 5 「老人保健事業に基づく大腸がん検診の見夜しについて」の送付について

1LJ~発 l 0 6 「予防綾種ガイドラインj 『予防接待と子どもの健康Jの送付について

1 5 山領発2 第30固定時株主総会招集ご通知

山医発11 9 表彰規程に基づく会員表彰について

山医発 ll 6 「高齢者のための口腔観察ノ宅ネノレj の送付について

山医発 ll l 医師、医療機関等に対する石綿による健康被害救済制度について

1 LJ l2f発 lI 4 山口県灰師会警察医会設立総会設ぴに記念講演の開催について

事務連絡 疑義解釈資料の送付について

山口 Aid• ボランティア YAV公開講艇のご案内

1 6 山医発 120 平成 ］8年度（財）日本公衆衛生協会の公衆衛生事業功労者表彰候補者の推薦について

111[反発 12 l 第 3回「臨床研修 ・臨床実習指導灰のための教育ワークショップJの倒催について

山~発 1 2 4 日本精神神経学会 精神科専門限資絡更新に際し、日本医師会金獲教育議鹿等を取得単位とするニとについ

て

山医発 lI 3 労災診療'ft算定基準の一部改定に伴う説明会の開催について

l 9 山口県医師会 第5l凶山口県労災医学会開催のご案内

山口県医師会 療養の給付、老人~療及び公費負担灰療にi期する費用の誇求に関する省令の一部を改正する省令の胞行につ

いて

2 2 山阪発 128 平成18年度「日本医師会医学賞Jならびに「日本医師会医学研究助成俊J候補の維薦について

山医発 12 7 「武見記念賞J並びに f武児奨励賞J受賞候補者の募集について

山医発 135 認定認知症対応型共同生活介護及び平成l8年4月改定関係Q&A等の送付について

事務連絡 茨城県における麻しんの発モについて

日E再発15 2 厚生労働省通知「医療 ・介護保｜係事業者における個人情報の適切な取扱のためのガイドラインの一部改JF等

について」の送付について

日侠発15 3 厚生労働省作成の f『医械 ・介護関係事業者における個人情報の適切な取敏のためのガイドライン』に関す

るQ&A（司王例集） Jの修正 ・迫力DQ&Aについて

2 3 ~（ If民発 1 3 7 隊害~自立文俊法施行後の精神障害者保健福祉手帳実施要領の取扱について

山医発 l3 8 「山口県白守：支援医療費（育成医療）支給認定実施要領Jについて

山医発14 0 「保健事業実脇重要領の一部改正についてj等通知について

w11災発 14 5一一団官市医師会長会議の開催につし守一一

11 
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事務連絡 茨城県における麻しんの発生について

山口県医師会 在宅医療の推進のための麻薬の取扱の弾力化について

徳山医師会 周F街地区保険ミーティングの開催について

26 山口県医師会 公’合ー医療機関の診療綴酬の誇求に｜錯する省令の 部改止について

船員保険被保険者症及び船員保検被扶養者症の更新について

医療保険と介護保険の給付調整に関する留意事項等について

平成 18年度診療報酬改定 ・介護報酬改定関連通知等の一部訂正について

山医発 15 3 「標準的な健診 ・保健指導のありノ引こ関する検討会Jの資料送付について

山医発 l3 6 救急医療功労者の厚生労働大箆表彰候補者の推薦について

山医発14 3 平成 18年度「日本対がん協会賞J 「朝日がん大賞Jの候補者宇佐鱒ノI,"依頼について

多務i卓絡 平成 18年度診療報酬改定 fQ&AJ （その3）の送付について

2 9 事務i卓絡 荻織り尽における麻しんの発生について

山氏発 15 9 鳥取県医師会 産業｜災基縫全期研修会の開催について

山医発 l6 0 「労働災害防止ーのための業務に従事する者に対する能力向上教育に関する指針の一部を改正する指針Jにつ

いて

山医発 I5 7 平成 l8 年度「世界－~禁煙デーJ 及び「禁煙週間J について

3 0 山医述6 平成 18年度計手会員医政研修会の開催について

山氏発 16 5 第35固医療功労賞候補者の格：騰について
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14（日）
21 （日）
28（日）

92 208 計
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風薫る五月になりました。巻頭言はその爽やかな季節にふさわしい、会長からの撒文です。真撃に受け止め

たいと思います。新理事の事業計画案を載せました。各ノ~－面のご活躍を期待します。
海永先生が永眠されました。残念で、なりません。ご冥福をお祈りし、たします。

きカまとあ11111111111!111!111111111111111111111111111111111111 
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